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内
山
凌
先
生
　
（
二
年
七

組
、
理
科
）

①
酪
農
学
園
大
学

②
寝
る
こ
と

③
野
球
部

④
仲
良
く
し
て
く
だ
さ

い

。
森
川
哲
也
先
生

（
二
年

一
組
、
保
体
）

①
札
幌
大
学

②
音
楽
、
お
笑
い
を
見

る
こ
と

③
サ
ツ
カ
ー
部

④

一
生
の
思
い
出
に
な

る
よ
う
に
楽
し
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。

林
佳

一
郎
先
生

（
一
年

四
組
、
音
楽
）

①
札
幌
大
谷
大
学

②
音
楽
鑑
賞

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

④
残
り
僅
か
で
す
が
見

か
け
た
ら
声
を
掛
け
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

中
山
麻
子
先
生

（
一
年

二
組
、
英
雲
じ

①
北
星
学
園
大
学

②
映
画
を
見
る
こ
と

③
書
道
部

④
あ
と
少
し
で
す
が
話

し
か
け
て
く
だ
さ
い
。

新 聞作成者

林 絢 斗 (3T■ )

(■ -3)、 守 屋聖奈

高 島 亜 結

(■ ― ■)

実
習
生
こ
生
徒
の
間
わ
切
を
深
め
る

笑
顔
素
敵
な
教
育
実
習
生

六
月
十
二
日
か
ら
教

育
実
習
が
始
ま
り
、
六

人
の
実
習
生
が
永
嶺
高

校
へ
来
た
。
も

っ
と
実

習
生
と
の
関
わ
り
を
深

め
や
す
く
す
る
た
め
に

自
己
紹
介
と
簡
単
な
質

問
に
答
え
て
貰

っ
た
。

質
問
は
以
下
の
通
り
だ
。

（
一
年
高
島
、
守
屋
）

①
大
学

②
趣
味

③
高
校
の
時
の
部
活

④
永
嶺
生
へ
一
言

大
沼

一
基
先
生

（
二
年

六
組
、
地
歴
）

①
駒
澤
大
学

②
食
べ
る
こ
と
（キ
ノ
コ

以
外
）

③
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

④
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

・森
木
厚
圭
先
生

（
一
年

一
組
、
保
体
）

①
札
幌
大
学

②
ア
ウ
ト
ド
ア

③
サ
ッ
カ
ー
部

④
よ
ろ
し
く
ね
ヽ

初
の
永
嶺
ウ
ォ
ー
ク
行
わ
れ
る

六
月
九
日
に
初
め
て

永
嶺
ウ
ォ
ー
ク
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
れ
は
長
距

離
を
歩
く
こ
と
に
よ
り
、

体
力
の
向
上
や
健
康
の

維
持
増
進
を
図
る
。
自

然
に
親
し
み
、
豊
か
な

情
操
の
育
成
や
、
公
共

の
場
を
大
切
に
す
る
。
　
公
園
へ
行

っ
た
。
特
に

美
化
活
動
な
ど
を
通
し
　
一
年
次
生
は
初
の
試
み

て
、
公
共
心
の
育
成
を

と
し
て
各
ク
ラ
ス
の
代

図
る
こ
と
を
目
的
に
し

議
員
が
交
替
で
交
通
安

て
い
る
も
の
だ
。　
一
年

全
の
旗
を
掲
げ
、
旭
山

次
生
は
旭
山
動
物
園
、
　
動
物
園
ま
で
の
７

・
２

二
年
次
生
は
カ
ム
イ
の

血
を
、
ゴ
ミ
拾
い
の
美

森
、
三
年
生
は
神
楽
岡

化
活
動
な
ど
も
兼
ね
て
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東川養護学校との交流

六
月
十
二
日
に
東
川

養
護
学
校
に
て
本
校
生

徒
会
役
員
が
参
加
し
て

交
流
学
習
が
行
ね
れ
た
。

前
半
は
作
業
学
習
体
験

を
行
っ
た
。
リ
サ
イ
ク

ル
班
、
窯
業
班
、
縫
工

班
、
紙
工
班
、
農
工
班

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

窯
業
班
で
は
粘
土
を
用

い
て
陶
芸
の
体
験
を
行

い
、
紙
工
班
で
は
、
牛

乳
パ
ッ
ク
を
洗
浄
再
生

し
て
取
り
出
さ
れ
た
パ

ル
プ
を
用
い
て
紙
を
作

る
な
ど
の
体
験
を
通
し

て
交
流
し
た
。
作
業
学

習
で
作
ら
れ
た
物
は
、

学
園
祭
で
販
売
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
。

後
半
は
両
校
の
生
徒

会
が
交
流
を
し
た
。
永

嶺
高
校
生
徒
会
の
活
動

紹
介
、
東
川
養
護
学
校

生
徒
会
の
活
動
紹
介
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
椅

子
取
リ
ゲ
ー
ム
と
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
行

っ

た
が
、
お
互
い
の
生
徒

会
役
員
が
楽
し
め
交
流

が
深
ま
る
も
の
と
な

っ

た
。

２

年

林
）

南
永
山
駅
を
き
れ
い
に

駅
清
掃
実
施

隅
の
む
み
を
掃
く
様
子

六
月
八
日
に
南
永
山

駅
清
掃
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
雨
模
様
で
あ

っ

た
が
、
清
掃
時
は
小
雨

状
態
で
あ

っ
た
た
め
決

行
さ
れ
た
「
清
掃
に
は

四
十
五
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
永
嶺
高
校

か
ら
南
永
山
駅
ま
で
の

道
の
り
の
ゴ
ミ
拾
い
を

行
い
、
駅
到
着
後
、
駅

舎
内
の
清
掃
を
行

っ
た
。

駅
舎
内
に
は
冬
場
の
滑

り
止
め
の
砂
や
空
き
缶

・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
吸
殻

な
ど
の
ゴ
ミ
が
放
置
さ

れ
て
い
る
の
が
目
立

っ

た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
オ
ン
の
落
し
物
も
駅

舎
前
の
駐
輪
場
に
あ

っ

た
。今

回
の
南
永
山
駅
清

掃
を
実
施
す
る
う
え
で

の
昨
年
ま
で
と
の
変
更

点
は
、
ガ
ラ
ス
拭
き
の

際
に
古
新
聞
を
用
い
て

拭
き
、
清
掃
に
水
は
極

力
使
わ
な
い
乾
式
清
掃

が
メ
イ
ン
と
な

っ
て
行

わ
れ
た
こ
と
だ
。

次
回
の
南
永
山
駅
清

掃
は
十
月

・
十

一
月
の

ど
ち
ら
か
に
行
わ
れ
る

予
定
と
な

っ
て
い
る
。

（
三
年
　
林
）

の の 永 加 今 行 代 運 し 活 花 健
植 上 山 ?年 わ の 動 て 常 い 常 五

校
善
周
辺
を
花
い
っ
ば
い
に

花
い
っ
ば
い
運
動

一
一
〇
名
参
加

説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の

後
、
保
健
委
員
と
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
道

路
沿
い
の
花
壇
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
植
え
た
。

生
活
委
員
は
校
舎
前
で

交
通
安
全
の
啓
発
を
行
っ

た
。活

動
を
終
え
、
保
健

常
任
委
員
会
担
当
の
角

田
麻
衣
子
先
生
は

「
予

想
以
上
の
参
加
者
だ

っ

た
。
来
年
も
ぜ
ひ
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
く
れ
た
０
　

一
　

一

曾

一年
　
林
）
　
　
　

．

グ
ル
ー
プ
で
協
力
し

て
花
を
植
え
る
様
子
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